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　ウルフオオツカ法の生みの親であるニューハートワタナベ国際病院副院長大塚俊哉先生の協力の元、当科にて手術を開始
して早くも1年半となりました。2024年1月26日開始し、2025年8月27日までに22例の患者様を治療させていただきました。
　この1年半のデータを振り返ると、ウルフオオツカ法の最大の目的である心原性脳梗塞、抗凝固薬による重症出血は、全症例
において発症無く、ゼロに抑えられております。また、根治治療が難しいと言われる心房細動ですが、左心耳切除に加えて外科
的アブレーションを施行するⅠ法に関しては、半年以上フォローされている患者様において現在のところ100％洞調律を維持
しております。手術に関しては、開始当初は気胸、左心耳損傷等もありましたが、全症例において手術死亡無く、直近では5日程
度で退院する患者様がほとんどです。
　当初は院内からの紹介患者様がほとんどでしたが、今年に入り他院の患者様、加えて離島の患者様のご紹介が増えてきた
のは大変嬉しく思っております。また、患者様のお話の中では、この手術の本家である大塚先生がスーパーバイザーとして当科
協力している事が大変安心するとのお声が多かったです。
　この様な中、現在手術をお待たせしている患者様には大変申し訳ありませんが、可能な限り手術ペースを上げて対応してい
きたいと思います。心房細動による脳梗塞、重症出血の心配を無くしたい患者様、心房細動自体でお困りの患者様は是非一度
ご相談いただければと思います。
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今回の心臓血管外科だよりは
「ウルフオオツカ法」について、

心臓血管外科 楢山 耕平 医長
が執筆しました。
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